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昨年は天候に恵まれず、桜の写真を曇り空の中で撮影しました。今年は晴天の中で満開の桜を撮影！やっぱり桜には青空が似合
います。私が撮影した日には多くの花見客とドローンが。上空から見る弥五郎どんと桜は実に美しいものです。表紙写真を撮っていると桜を撮影
する旦那さんとそれを見守る奥さん。心が春のように温かくなるひとときでした。今月も素敵な出会いがありますように（鶴巣）
わたしは昨年の５月号から市報そおに携わることになったのですが、今号はリニューアルしてちょうど１周でした。特集も、防災や企業、お
店にイベントと色々追いかけてきたような気がしますが、まだ 12号分だけ。曽於市のことを知っていくと、「これ特集にしよう！」と思う
ことがたくさんあって、これからもネタは尽きなそうです。とはいえ、「これどう？」という特集案があったら是非教えてくださいね。（三浦）

編集後記 特集取材で３人の指導者の方にお話を聞いてきました！競技は違えど、子どもたちを思う気持ちは同じ。スポーツ
少年団の指導をさせてもらっている私にとって、大変勉強になる取材となりました。2020 年には鹿児島国体、東京五輪が開催さ
れます。鹿児島や日本を背負って活躍する子どもたちが曽於市から出てくると確信しました。がんばれ曽於市の子どもたち！（鶴巣）
あっという間に3月…！	協力隊の活動報告にも書きましたが、曽於市に来てちょうど丸2年。曽於市に初めて来たのは面接のとき。
情報収集を…と道の駅で「市報そお」を手に取りましたが、文字が多くて読みづらく、情報が全然頭に入ってこなくて…。制作側
にまわった今もその時の気持ちを忘れず、日々読みやすい紙面を模索しています。読みたくなる市報を目指して、頑張ります！（三浦）
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